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日立大容量レードル クレーン
HITACHILarge CapacitY Ladle Cranes

最近の我が国鉄鋼業界の目覚ましい発展は,高能率な転炉プラントの採拝=こ負う

ところが大きいが,ここで仲用されるレⅥトルクレーンも,年々大容量化･高能率

化されてきている｡

一九
安全性･保守作に対する要望もいっそう強く叫ばれ,これに対し日立製作

析は"High Reliability and Easy Maintenance''をモットーに,機械･電気の総

合技術を生かしたユニークな新技術を生み出し,国内需要の約半数以上の納入実績

を挙げている｡

本稿は最近の[l立大容量レードルクレーンについて,その特長と構造を中心に説

明する｡

t】 緒 言

レードルクレーンは,製鋼二｢場で高温の溶銑,又は溶鋼を

取り扱い,24時間操業を行なう二モミ要機械であることから,

(1)′削こ確実に作能が発j写され.しかも万一一の非常時にほ安全

件が確似きれた仁鰍性の高いものであること,(2)製鋼プロセ

スの稼動条件に適合した高速･高頻度の運転が削二可能なも

のであること,(3)塵填が多く､しかも高温な作業環境と保守

点検時問に制約の多いことから保7点検が容易であることの

3点は特に人切な条件である｡

一方,巻上容量につし､ては年々大容量化し､R_

昭和49年520t,昭和50年500tの超大容量レードル

昏望作,納入した｡これらはいずれも信柏怖が高く,

易な日立独特の構造を持ったものである｡)･

形式は,2クラブ4グーダ形が一一1眼的であるが,

)工製作所は

クレ〉-ンを

保守の芥

責右近は経

満面で有利な点を生かした単クラブ2カ､'-ダ形で大苓量(270

t級)のものも雪川三納入している｡

臣l 機械部分

2.1 レードルクレーンの概要

日立製作所は,昭和50年新日本製毒哉株式仝祉大分雪空壬栽所へ

500/80tX20mスパン レードルクレーンを製作,納入した｡

図1はその外観を示すもので,表1に主要仕様を示す｡

本機は,転炉から出鋼された溶鋼を連続鋳造機に運搬する

ことが主な作業である｡

表2は,日_＼ヒレMドルクレ【ンの特長を示したもので､特

に主一巻装置の二幸安全構造と,保守点検の容易さを重ノブ主とし

ている｡

図2に主クラブの情造を示す｡

2.2 主巻装置

主巻装置は,2モータ2ドラムを標準配置とし,第2段ブ

レーキをドラム本体に設胃し,モータ軸_Lには異常検,11のた

めの位和差検出装置を設け,万一の故障時でもつり荷を絶対

に落とさないよう二重,三重の安全な構造としている｡また,

ドラムは独特な支持方法を探川し,万一ドラム軸に異常が発

生してもドラム バンド ブレーキの才采用と相まってドラムを

支持し,つり荷を保持できるようにしている(特許出願中)｡

主巻モータは,万一･1台のモータ,又はその制御系に放障
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表1 500/80tレードルクレーン主要項目 最近納入した代表的レー

ドルクレーンの例を示す｡

項 目 イ士 様

形 式 2クラブ4ガーダ形天井走行式

巻

上

荷

重

主 巻

(なべ自重＋清規

重量＋スラグ重量)

定格荷重:500t

補 巻 定格荷重:80t

ス ノ(ン

(走行レール中心間岸巨離)
20′000mm

リ フ ト 主巻:25m

(フック中心で) 手甫巷:30m

定格速度

(定格荷重時最大速度)

主 巻:12m/min

輔 巷:12m/min

主横行ニ40m/mln

補横行:40m/mln

走 行:80m/min

ブレーキ及び

制御方式

運 動 制 御 方 式 機械式ブレーキ

主巻上
間接制御,二次抵抗 マグネットブレーキ×Z

ダイナミックブレーキ ノヾンドブレーキ× 2

補巻上
間接制御,二三欠抵抗 マグネットブレーキ

ダイナミック‾7レーキ ×l

主横行
間接制御,二次抵抗 サーボリフター

ダイナミックブレーキ フーレーキ×2

補横行
間接制御,二次抵抗 サーボリフター

ブレーキ×l

走 行
間接制御,二二欠抵抗 サーボりフクー

ダイナミックブレーキ ブレーキ×4

走行レール寸ン去 川Okgクレーン レール

電i原 主【司 路 AC3′300V,60Hz 3≠4線式

が生じた場fナにおいても,残りの1≠iによる非常運転が可能

である｡また,モータ出力が300kWを超える場合には,制御

件の向上とモータのコンパクト化のため高圧(3,000V級)と

している｡

レⅥドルつr)ビームには,ラミネート タイプのレードル

フック,クイ′レマウト式シーーブ ブロック,レバー式イコライ

ザを備え,ロープは4本独立懸垂式として,万一1本のロー

プが切れても確実につり荷を保持できる方式としている｡ま

たつりビームには,0.1%精度の秤量機を設けたもの,あるい

は溶鋼の注入位置との関係から旋回式としたものもある｡

♯

日立‾製作所笠戸工場
**

日立製作所機電事業本部
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図1 500/80tX20mレードルクレーン

クレーンを示す｡

)奮鋼運搬中のレードル

2.3 横行装置及び走行装置

主クラブ横行装置は2モータ駆動,走行装置は4モ【タ駆

動とし,1台のモータ,又はその制御系の故障時でも,残り

のモータによる非常運転が可能である｡車輪は一体鍛鋼製を

使用している｡

2.4 ガ ー ダ

レ‾ドルクレ【ンのガーダは,実働荷重の研究結果を適用

した1),軽量で丈夫なワイド ボックス ガータを開発し,内部

は電気品主としている｡図3にその断面構造を示す｡

2.5 その他の機械部分

各装置の減速機は高頻度の稼動に強く,保守点検の容易な

ヘリカル及びスパータイプの歯車を用いた密閉構造で,給油

ドラム

異常検出スイッチ

＼

町ンー′/

B､

第1段ブレーキ

表2 日立転炉用レードルクレーンの特長(2クラブ4ガーダ式)

日立レードル クレーンの一版的特長を示す｡

項 目 特 長

l.主巷装置の安全性

(= 第2段フレーキ(SafetyBrakes)をドラム軸に設置

(2)異常検出(位相差検出)装置の設置(特許No.67765り

(3)万一ドラム軸が折損Lても,つり荷は保持できる

(実用新案申請中)｡

(4)機械式インターロックドラム方式の採用

(5)つりビlムは,4本のローブにより保持Lている｡

2.保 守 性

(= ワイド ボックスガーダを採用L,内部を密閉防塵

式の電安乙晶主としている｡

(2)ヘッド シープは,フレーム上より抜き出L可能｡

(3Jクラフ`への給電は,ケーブルキャリヤとLている｡

(4)二ろがり軸受を全面的に採用L,減速機はオイル

スプラッシュとLている｡

(5)ワイヤ ローブの交換の際,主巷ドラムの回転の速

さを通常の約÷とL,ローブの交換を行ないやす

く Lている(実用新案申請中)｡

3.そ の 他

(= 主横行,走行には,複数モータを用い,プラッギ

ングブレーキ又はダイナミック ブレーキを併用

L運転Lやすく している｡

(2)主巻,主横行,走行用モータは,l台故障時の非

常運転が可能｡

(3)400V級,3′000V級ともダイナミック ブレーキ制

御,又はリアクトル制御が可能｡

はすべてオイル スプラ､ソシュ式とし,また各軸の貫通部には

ラビリンス方式のシールを採用している｡主要部の軸受は,

すべてころがり軸受とし,ロープ イコライザのレバー部やマ

グネット ブレーキのブッシュ部には,無給油式すべり軸受を

使開し,給油の手間を省き,塵攻の付着を防止し,保守を容

易にしている｡

主クラブ及び補クラブへの給電は,ケーブル キャリヤ方式

を採用し,塵攻に対するリーク事故の絶滅と保守の簡易化を

図ってし､る｡

田 電気部分

レートルクレーンに使柑される電気品は,高車且･高頻度･

モータ
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図2 レードル クレーン

主クラブ 機器禁則ま,すべ

てフレーム上に取り付けられて

おり,保守の容易なよう,合理

的に配置されている｡
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図3 ガーダ内電気晶室(工場内組立状況)

巧鸞′ 瀾

工場でガーダに組み込

まれた電気晶は,ニのまま発送される｡ガーダ内は十分なスペースがあり,保

守点検が安全に行なえるよう考慮されている｡

多塵【Fでの使用条件に対しても,高い信頼性の発揮できるも

のを厳選して使用している｡

大容量レードルクレーンでは,主巻上モータは単機で300

kWを超える場合が多く,受電と主巻関係は高圧(3,000V級)

とし,その他は機内トランスにより低圧回路(400V級)で使

用している｡

3.1 モ ー タ

モータは,いずれも全閉巻線形を使用し,高圧用は特にク

ダイナミック制御
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(b)矧生曲線図
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レーン用として設計したもので,低圧用はJEM1202に準拠

したものを用い,絶縁はB桂以上としている｡

3.2 ブレーキ

巻上用ブレーキにはDCマグネット ブレーキを使用し,主

巻第2段ブレーキはバンド式で,作動は特にクレーン用とし

て開発したDCマグネットを採用している｡

横行,走行用には押上機ブレーキ(サーボリフタ ブレーキ)

を使用している｡

3.3 リ ミット スイッチ

巻上用にはギヤード式と重言垂式を併用し,上げ2段,下げ

1段のリ ミ
ットを設けている｡更に巻上位置表示もギヤ【ド

リ ミ ット スイッチの接点を利用して設けることができる｡

3.4 制御盤

制御盤はガーダ内の電気品主に収納し,高圧盤は閉鎖形,

低圧盤及び直†充電源空削ま開放形としている｡

高圧電イ滋接触器は,特にクレーン用として開発した新消弧

方式と特殊耐弓瓜メタルの接点とを持つもので,長寿命,小形

軽量で,かつ動作が軽快である｡

3.5 制御方式

レードルクレーンの制御方式は,従来400V級であったこ

とから巻上にはダイナミック 7●レーキ制御,横行走行には二

次抵抗制御が使われていた｡日立製作所は大容量の高圧･受電

に対し,昭和41年3.3kV受電のリアクトル制御を2),更に昭和

43年,3.3kV′受電のダイナミック ブレーキ制御をいずれも我

が国で初めて採用し,好評を博している｡最近の納入機では,

経済的で保守の容易なダイナミック プレmキ制御方式のもの

が多い｡

図4は,リアクトル制御とダイナミック ブレーキ制御につ

いて,それぞれの回路と特性を示したものである｡

横行走行の速度制御には,二次抵抗制御のほか,ダイナミ

ック ブレーキ制御又はプラッギング制御のいずれかの方式を
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図4 リアクトル制御とダ

イナミック ブレーキ制御

主回路単線接恭売図とトルク一連

度曲線特性図を示す｡
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主巻上

N8.1ピットにあるな

をNo.2コンバータに

入する場合｡
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採用し,機械ブレーキ(サーボリフタ ブレーキ)との併用によ

r),円滑な停止を可能としてし､る｡

正l レードルクレーンの稼動斗犬況

転炉工場は,転炉3基設置2某稼動で溶銑用レードルクレ

ーンが2台設置されている｡ニの場合のクレーンの実働状況

は,転炉の稼動二伏子兄に合わせ25～35分ピッチの装入サイクル

を繰り返すこととなるが,クレーン1台稼動の非常時を想定

してDuty-Cycle Diagramを作成し,溶銑装入用レートル

タレ【ンの機才威及び電妄i各部品の寿命に対する設計を行なう

ことができる｡図5に溶銑装入用レードルクレーンのDuty

Cycleのl----一例を示す｡

一一方,実稼動レードルクレーンの主要部品に対して,故障

発生件数を調査したデータを基に,更に保守点検,取扱い,

及び保守を容易にする努力を続けている｡

B 結 言

以上,日立大容量レードルクレーンの特長及び構造につい

て述べたが,今後の方向として,よF)高性能で保守点検の容

易なもの,更に操作しやすいものへと改善される方向にある｡

我々は,これらの点についても積極的に取り組み,各ユーザ

ーの要望にこたえていきたいと念願している｡また,ユーザ

【各位より今までにいただいた御助言や御提言が,クレーン

の進歩発展に大きな力となったことはここに言うまでもなく,

改めて深謝の意を表わす次第である｡
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図5 溶銑用レードルクレーンのDuty-Cy()le 溶銑装入時の主巻上

と走行の速度及び時間を示す｡




